
　指しゃぶりや、舌を噛む癖などの悪い

習慣が長く続いた場合、上下の歯をかみ

合わせても前歯が接触しない状態、前歯

部開咬になります。他の原因として顎の

成長方向に問題があり、下の写真の様に

成長ととも

に上下のか

み合わせが

徐々に拡が

り前歯で噛

めなくなる

場合もあります。このような場合を骨格

性開咬と呼びます。このような場合は

身体的成長が止まってから本格矯正を

行い治療します。

　右の写真は本格的な矯正

装置（マルティブラケット

システム）を使って治療して

います。 奥歯を圧下させ

（骨の中に沈める方向に力を

加える）前歯で噛めるように

します。そのために上下の

前歯に矯正用輪ゴムを使用します。この矯正用輪ゴムはご本人で

架け換えてもらいますので協力が必要です。きれいな歯並びに

なった後に保定というかみ合わせを安定させる期間が必要と

なり、保定期間中には保定装置を使用します。

　気になる場合は小児歯科専門医、矯正歯科専門医へご相談くだ

さい。HPは「ゆきなり小児歯科」で検索すると簡単です。過去の

「親子のひろば」もダウンロードのページに掲載しています。

待合室横の屋外キッズスペース
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教えて歯医者さん！

前歯がかんでいない（前歯部開咬）Ⅱ
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